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◆
宝
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会（
会
長 

渡
邉
厚
）の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

宝
地
区
は
、
本
市
の
西
北
部
に
あ
り
、
三
つ

峠
山
や
鶴
ヶ
鳥
屋
山
な
ど
が
背
後
に
連
な
り
、

大
幡
川
が
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
、
桂
川
へ

合
流
し
て
い
ま
す
。「
宝
」の
名
称
は
、
明
治
8

年
当
時
の
大
幡
、
中
津
森
、
金
井
、
川
棚
、
厚

原
、
平
栗
、
加
畑
の
七
村
が
合
併
の
お
り
、
山

梨
県
令（
知
事
）藤
村
紫
朗
の
発
案
に
よ
り
、
七

村
を
七
福
神
の「
宝
舟
」の
縁
起
に
ち
な
み
、
宝

村
と
名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
宝
っ
子
ク
ラ
ブ
七
里
実
行
委
員
会
の
活
動　

　

宝
っ
子
ク
ラ
ブ
七
里
実
行
委
員
会（
委
員
長 

田
中
幸
雄
）は
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
確

保
し
、
健
全
で
豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
、
平

成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

　

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
、
参
加
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
は
、
学
校
と
は
違
っ
た
様
々
な
体

験
が
で
き
る
活
動
組
織
と
し
て
人
気
は
高
く
、

「
宝
っ
子
」の
呼
び
名
で
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
然
体
験
、
料
理
、
も
の
づ
く
り

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
元
気
な「
宝
っ
子
」を
育

て
て
い
き
ま
す
。

◆
古い
に
し
えの
歴
史
街
道
　
近ち

ヶが

坂さ
か

往お
う
か
ん還
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

近
ヶ
坂
道
、
谷
村
道
、
甲
府
道
と
呼
ば
れ
た

近
ヶ
坂
往
還
は
、
中
世
の
小
山
田
氏
、
武
田
氏
に

よ
る
軍
事
目
的
の
た
め
に
開
か
れ
、
江
戸
時
代
に

は
谷
村
藩
、
特
に
秋
元
氏
の
時
代
に
入
り
、
甲

府
と
谷
村
を
結
ぶ
近
道
、
主
要
道
路
と
し
て
活

気
づ
き
、
整
備
や
改
良
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
ヶ
坂
往
還
に
は
様
々
な
歴
史
や
文
化

が
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
期
の
小
山
田
氏
の
館
跡

や
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
お
茶
壺
道
中
の
峠
越
え

や
松
尾
芭
蕉
が
歩
き
、
郡
内
織
物
を
甲
府
方
面

へ
運
搬
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
ヶ
坂
道
の
中
腹
に
は
霊
泉
が
湧

き
、
旅
人
が
傷
の
手
当
や
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
近
ヶ
坂
往
還
は
、「
宝
地
域

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
」と「
初
狩
町
環
境

整
備
事
業
推
進
会
」と
で
古
道
復
活
に
向
け
整

備
を
進
め
平
成
25
年
8
月
に
開
通
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
民
文
化
祭
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

の「
絹
の
道
近
ヶ
坂
往
還
を
歩
く
」や「
宝
地
域

の
歩
け
歩
け
大
会
」な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
国
の「
森
林
・
山
村
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
」の
指
定
を
受
け
整

備
を
進
め
て
お
り
、
大
幡
峠
や
高
川
山
な
ど
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
起
点
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
の
取
り
組
み

　

宝
地
域
ふ
れ
あ
い
実
行
委
員
会
で
は
、「
七
里

ま
つ
り
」の
な
か
の
介
護
予
防
コ
ー
ナ
ー
で
ペ
タ

ン
ク
の
実
演
を
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
目
標
球
に
金
属
製
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
っ
て
、
相
手
の
ボ
ー
ル
よ
り
近
づ
け

る
こ
と
で
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、
陸
上
の
カ
ー

リ
ン
グ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
の
五
分
の
一
程
の
小
広
場
で
2
人
か
ら
で

き
、
ル
ー
ル
も
簡
単
で
体
力
も
必
要
と
し
な
い

の
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

普
及
に
向
け
、
9
月
22
日
に
大
幡
自
治
会
館

前
の
広
場
で
、
有
志
に
よ
る
研
修
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
の
お
知
ら
せ

谷
村
地
域

■
青
少
年
の
た
め
の
講
演
会

青
少
年
が
犯
罪
を
起
さ
な
い
・
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

！！
大
人
が
で

き
る
こ
と

日
　
時　

12
月
12
日（
土
）14
時
～
16
時
20
分

場
　
所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

４
階 

大
ホ
ー
ル

講
演
講
師　

県
警
本
部
・
都
留
児
童
相
談
所

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

都
留
文
科
大
学

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
会
議

日
　
時　

12
月
18
日（
金
）19
時
～
21
時

場
　
所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

１
階 

会
議
室
1

■
夢
実
現
ひ
ろ
ば「
寄
せ
植
え
で
新
春
を
飾
ろ
う
」

日
　
時　

12
月
17
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階
会
議
室

持
ち
物　

材
料
費
１
、５
０
０
円
、
ハ
サ
ミ
、

新
聞
紙
、
お
持
ち
帰
り
用
袋

講
　
師　

都
留
市
さ
つ
き
愛
好
会
の
皆
さ
ま

定
　
員　

20
名
程
度

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

東
桂
地
域

■
東
桂
健
康
ク
ラ
ス
会「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」開
催

　

楽
し
く
、
元
気
で
、
い
き
い
き
と 

歌
っ
て
、

踊
っ
て
、
楽
し
も
う
！

日
　
時　

12
月
16
日（
水
）9
時
30
分
～
13
時

場
　
所　

東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

健
康
ク
ラ
ス
会
会
長　

伊
藤
英
行　

☎（
43
）３
５
６
９

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ（43）1322

■「宝っ子」では、魚のつか
み取りや野菜販売体験など
の自然体験の他、料理教室
やものづくり体験など様々
な活動をしています。

■春の新緑や秋の
紅葉など、四季を
通じて素晴らしい
景観が楽しめます。

■健康づくり実行委員会
でも、健康づくりの一環と
して、近ヶ坂峠を訪れまし
た。参加者は江戸時代当時
に思いを馳せ、楽しいひと
時を過ごしました。

■上：ペタンクの道具
下：簡単な競技ですが、様々な戦略があり、
頭脳と集中力を養うことができます。
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